
令 和 ３ 年

議会運営委員会記録

令和３年４月１５日

和 光 市 議 会



- 1 -

議 会 運 営 委 員 会 記 録

◇開会日時 令和３年４月１５日（木曜日）

午前 ９時３０分 開会 午前 ９時５１分 閉会

◇開催場所 第２委員会室

◇出席委員

◇欠席委員

◇出席説明員 なし

◇事務局職員

◇本日の会議に付した案件

特定事件７ 議会だよりの編集、作成について

特定事件８ 議長の諮問に関することについて

議会改革について

委 員 長 齊 藤 克 己 議員 委 員 安 保 友 博 議員

委 員 猪 原 陽 輔 議員 委 員 赤 松 祐 造 議員

議 長 吉 田 武 司 議員 副 議 長 待 鳥 美 光 議員

委員外議員 小 嶋 智 子 議員 委員外議員 松 永 靖 恵 議員

委員外議員 萩 原 圭 一 議員

副 委 員 長 熊 谷 二 郎 議員

議会事務局長 喜 古 隆 広 議 事 課 長 遠 藤 秀 和

議事課長補佐 本 間 修 主 任 小 林 厳
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午前 ９時３０分 開会

〇齊藤克己委員長 ただいまから、議会運営委員会を開会します。

出席委員数が定足数に達していますので、会議は成立しています。会議には議長とオブザ

ーバーとして、副議長、３名の委員外議員に出席を求めていますことを報告いたします。

なお、熊谷副委員長は通院のため欠席届が出ております旨、報告します。

そのため、熊谷副委員長が不在となっておりますので、年長委員であります赤松祐造委員

に副委員長をお願いしてありますので報告いたします。

本日の案件は、特定事件７､議会だよりの編集、作成についてと、特定事件８、議長の諮問

に関することについてとして、議会改革についてであります。

初めに、お手元にわこう市議会だより№112の原稿が配られています。

２回の編集事前打合せを経ました掲載内容について、事務局から全ページ一括して説明を

願います。

〇本間議事課長補佐 それでは、事務局から説明させていただきます。

カラー版はホワイトボードに提示させていただいています。

まず、１ページ目の一番上になりますが、ここに吉田議長の写真を入れてございます。そ

れから大きな写真が２つ、これに場所の表記がございませんでしたので、右方のところに保

健センター、和光なかよしこども園（認定こども園）と表記を入れてございます。それから

見学した日時が入っていませんでしたので、３月９日と３月 10日と入れてございます。

次に左側、もっと定例会の様子を知りたい。ここの令和３年３月定例会の QR コード、これ

は後ほど確認しますが、解像度が不鮮明な部分がありますので、責任校正で直させていただ

きます。

３分の１の下、こちらは当初、施政方針に関する代表質問が入っていましたが、バランス

の関係上入れ替えまして、常任委員会の審査のご報告を入れてございます。

右側、３月定例会の主な議案、ここの真ん中になりますが、和光市学童クラブ設置及び管

理条例の一部を改正する条例を定めることについての説明欄、「学童クラブ管理運営予算額

（３億 2,599 万円）」となっておりますが、その下の段の令和２年度の補正予算に合わせる形

で、括弧を予算額の前に移す形で処理させていただきます。１ページ目は以上です。

２ページ目、一般質問の方をご覧ください。こちらに関しては、印刷で気づいたところが、

真ん中の鳥飼議員のルビが一部抜けていましたので、こちらを付け加える形で処理させてい

ただきます。それから右の下、萩原議員の数字のカンマが抜けていましたので、これを加え

る形で処理をしています。

次に３ページ、意見書の部分になりますが、こちらの文言が若干違っておりましたので、

一部修正します。要旨の２行目、「個人の尊厳と男女平等な関係の構築等」とありますが、

これは原文では、「男女平等との」になっていますので、そちらに変更します。その下の、
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「議論をすすめるよう要望します。」のここの「すすめる」がひらがなになっておりますが、

原文は、漢字になっていますので、ここも変更させていただきます。

真ん中になりますが、市長の施政方針の各会派の代表者が質問しましたは、１ページと入

れ替えました。余白ができた関係上、前回の打ち合せではございませんでしたが、下３分の

１にあります、トピックスと議会報告会、ユーチューブでご覧いただけます、この２つがち

ょうど入るようなスペースができましたので、議長、委員長了解のもと、梶原悠未選手が表

敬訪問した時の議長との２ショット、それから右が、これから行います、ユーチューブでの

議会報告会の PRとして乗せさせていただいているところです。

４ページ、真ん中あたりになりますが、特別委員会の経過報告ということで、現状審査の

進捗状況についてのご報告となっているのですが、こちらについては、中間報告がまとまり

ましたので、ここにちょうどゴシック体と同じ大きさで、中間報告書をまとめましたという

表記に変更させていただきたいと思います。また、QR コードが不鮮明ですので、再度確認の

上、内容が見れるように QRコードを直します。

それから、右側の継続審査が、総務環境常任委員会と文教厚生常任委員会の表記の仕方が

違うということで、お手間ですが、委員長に修正していただきました。以上のような表現に

なっているのですが、総務環境常任委員会の部分に「狭隘化対案」と誤植がありましたので、

こちらは対策に修正させていただきます。それから、「対策案の部分が削除されて」のてが

抜けているので、追加で入れさていただきます。文教厚生常任委員会の部分については、一

番下、前回のご指摘を受けまして、丸の次、「以上の答弁を受て継続審査の結果、可決され

ました。」そのような表記にさせていただいております。

事務局からの説明は以上です。

〇齊藤克己委員長 事務局の説明が終了しました。ただいまの説明に意見はございますか。

待鳥副議長。

〇待鳥美光副議長 ３ページ目の施政方針に対する質問の伊藤議員のところですが、まず質問

のところが常体になっているので、合わせて敬体にしたほうがいいのではないかと思います。

質問の下から２行目、認められているのらが抜けているので、認められています。どう認識

しているのか伺います。と、２か所を敬体に直した方がいいと思います。

もう一点なんですけど、意見書のもともと議案がこうなっているので仕方ないのかもしれな

いのですが、鍵括弧の中も普通の鍵括弧ですよね。これ何か気になりません。これ議案がこう

なっているんですけど。

普通に考えると二重括弧にしたほうが良かったのかなと。

〇齊藤克己委員長 表記はもとに合わせた方がいいってことですかね。

[「はい」という声あり]

それでは、ご意見ございました、代表質問の伊藤議員のところの２か所、認められています

と伺いますに直していただいて、意見書についてはこのままにさせていただいてよろしいです
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か。

[「異議なし」という声あり]

ほかにございますか。よろしいですか。

[「なし」という声あり]

それでは、この内容で議会だより、新しくリニューアルした内容になっておりますので、市

民の方にも見ていただけると思います。よろしくお願いいたします。

それでは、事務局においては、ただ今の意見のとおり、進めいただきたいと思います。

市議会だよりについては以上です。

次に、議会改革についてです。

本日の協議事項は、９日お示ししましたオンライン会議にかかわる委員会条例及び会議規則

の一部改正に先立って、６月定例会で上程を予定してます会議規則一部改正の文言等の確認に

ついてです。

お手元に資料がいっていますけれども、追加される欠席事由についてそれぞれ確認していき

たいと思います。

休憩します。（午前 ９時４１分 休憩）

再開します。（午前 ９時４８分 再開）

それでは、各会派のご意見を集約しますと、標準会議規則に準じた改正部分のみ、改正する

ことで了解いただきましたので、このお示しした一部改正案を文書法規担当で審査後、６月定

例会に上程したいと思いますがよろしいですか。

[「異議なし」という声あり]

それでは、そのようにいたします。

次に、次回の日程についてですが、全議員がオンライン会議の出席者の対象となることから、

和光市議会として運用方針及び運用方法等を定めていく必要があります。

よって今後は、前回お示ししたオンライン会議素案をご了解いただいたところですが、運用

に関する要綱案について協議を進めていきたいと思いますがいかがでしょうか。

休憩します。（午前 ９時４９分 休憩）

再開します。（午前 ９時５０分 再開）

それでは、説明のとおり進めていくことでご異議がございませんでしょうか

[「異議なし」という声あり]

それでは、このように進めたいと思います。

休憩します。（午前 ９時５０分 休憩）

再開します。（午前 ９時５１分 再開）

次回の日程ですが、要綱案の協議日程については持ち越しさせていただきたいと思います。

その他何かありますか。

[「なし」という声あり]
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なければ、以上で本日の案件は、全て終了しました。

本日の記録及び会議の公開資料は委員長に一任願います。

以上で、議会運営委員会を閉会いたします。

午前 ９時５１分 閉会



和光市議会委員会条例第３０条第１項の規定により、ここに署名する。

委 員 長 齊 藤 克 己


